
衛生管理者免許試験 公表問題 
 

労働衛生（有害業務） 
 

 

① 空気中の有害物質 

② 粉じんによる健康障害 

③ 金属による健康障害 

④ 有機溶剤による健康障害 

⑤ 化学物質等よる健康障害 

⑥ 騒音による健康障害 

⑦ 電離放射線による健康障害 

⑧ 有害要因による健康障害 

⑨ 化学物質のリスクアセスメント 

⑩ 労働衛生対策 

⑪ 作業環境測定 

⑫ 局所排気装置 

⑬ 労働衛生保護具 

⑭ 特殊健康診断 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 8 年 4月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤は、一般に揮発性が高く、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい。 

（３）メタノールによる障害として顕著なものには、網膜の微細動脈瘤を伴う脳血管障害がある。 

（４）二硫化炭素は、精神障害や意識障害を起こすことがある。 

（５）Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドによる障害として顕著なものには、視力低下を伴う視神経障害が

ある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「軽い」⇒「重い」。 

（２）誤り：「脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい」⇒「脂溶性があり、脂肪の多い 

脳などには入りやすい」。 

（３）誤り：メタノールの健康障害は、視神経障害である。 

（４）正しい 

（５）誤り：Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドの健康障害は、頭痛、めまい、肝機能障害等である。 

＊解答＊ （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和７年 10月】 

【 問１６ 】 有機溶剤の人体に対する影響に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）脂溶性があり、脂肪の多い脳などに入りやすい。 

（２）呼吸器の症状には、咳、上気道の炎症などがある。 

（３）低濃度の繰り返しばく露による慢性中毒では、めまい、不眠などの不定愁訴がみられる。 

（４）皮膚や粘膜に対する症状には、黒皮症、鼻中隔穿孔などがある。 

（５）肝機能障害や腎機能障害を起こすものがある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）（２）（３）（５）正しい。 

（４）誤り：「黒皮症、鼻中隔穿孔」⇒「皮膚の角化、結膜炎」。黒皮症、鼻中隔穿孔などがみられる

のは、砒素による中毒症状。 

＊解答＊  （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和７年４月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）有機溶剤の蒸気は、空気より重いため、地下室やピットなどの通気が不十分な場所では滞留

しやすい。 

（２）有機溶剤は、全て脂溶性があるほか、揮発性及び引火性があるものが多い。 

（３）有機溶剤による障害のうち、皮膚や粘膜の症状には、皮膚の角化、結膜炎などがある。 

（４）低濃度の有機溶剤の繰り返しばく露では、頭痛、めまい、記憶力減退、不眠などの不定愁訴

がみられる。 

（５）メタノールによる障害として顕著なものは、網膜微細動脈瘤を伴う脳血管障害である 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）（２）（３）（４）正しい 

（５）誤り：「網膜微細動脈瘤を伴う脳血管障害」⇒「視神経障害」。網膜微細動脈瘤を伴う脳血管

障害は、二硫化炭素による健康障害。 

＊解答＊ （５） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 6 年 10月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。  

（１）有機溶剤の多くは、揮発性が高く、その蒸気は空気より重い。  

（２）有機溶剤による障害のうち、皮膚や粘膜の症状には、皮膚の角化、結膜炎などがある。  

（３）低濃度の有機溶剤の繰り返しばく露では、頭痛、めまい、記憶力減退、不眠などの不定愁訴が

みられる。  

（４）メタノールによる障害として顕著なものは、網膜微細動脈瘤を伴う脳血管障害である。  

（５）キシレンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物は、メチル馬尿酸である。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）（２）（３）（５）正しい 

（４）誤り：メタノールは、視神経障害を生じる。網膜微細動脈瘤を伴う脳血管障害は、二硫化炭素

による健康障害。 

＊解答＊  （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 6 年 4月】 

【 問１５ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤の多くは、揮発性が高く、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい。 

（３）メタノールによる障害として顕著なものには、網膜の微細動脈瘤を伴う脳血管障害がある。 

（４）二硫化炭素は、動脈硬化を進行させたり、精神障害を生じさせることがある。 

（５）Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドによる障害として顕著なものには、視力低下を伴う視神経障害が

ある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）誤り：「軽い」⇒「重い」。  

（２）誤り：「脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい」⇒「脂溶性があり、脂肪の 

多い脳などには入りやすい」。 

（３）誤り：メタノールの健康障害は、視神経障害である。 

（４）正しい 

（５）誤り：Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドの健康障害は、頭痛、めまい、肝機能障害等である。 

＊解答＊  （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 5 年 4月】 

【 問１４ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤の多くは、揮発性が高く、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい。 

（３）ノルマルヘキサンによる障害として顕著なものには、白血病や皮膚がんがある。 

（４）二硫化炭素は、動脈硬化を進行させたり、精神障害を生じさせることがある。 

（５）Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドによる障害として顕著なものには、視力低下を伴う視神経障害

がある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。 

（２）誤り：有機溶剤はすべてに脂溶性があり、体内に入ると、脂溶性が大きいものほど脂肪組織や

脳など神経系に取り込まれやすい。 

（３）誤り：ノルマルヘキサンは、末梢神経障害（多発性神経炎）を生じさせる。 

（４）正しい 

（５）誤り：Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドは、頭痛、めまい、肝機能障害等を生じさせる。 

＊解答＊ （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 4 年 4月】 

【 問１４ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤の多くは、揮発性が高く、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、全て脂溶性を有するが、脳などの神経系には入りにくい。 

（３）メタノールによる障害として顕著なものには、網膜の微細動脈瘤を伴う脳血管障害がある。 

（４）テトラクロロエチレンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物には、ト

リクロロ酢酸がある。 

（５）二硫化炭素による中毒では、メトヘモグロビン形成によるチアノーゼがみられる。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。 

（２）誤り：有機溶剤は体内に入ると、脂溶性が大きいものほど脂肪組織や脳など神経系に取り込ま

れやすい。 

（３）誤り：メタノールの健康障害は、視神経障害である。 

（４）正しい 

（５）誤り：二硫化炭素による中毒では、精神障害や動脈硬化がみられる。メトヘモグロビン形成に

よるチアノーゼがみられるのは、芳香族ニトロ化合物による中毒症状。 

＊解答＊ （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 3 年 4月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）有機溶剤は、呼吸器から吸収されやすいが、皮膚から吸収されるものもある。 

（２）メタノールによる障害として顕著なものは、網膜細動脈瘤を伴う脳血管障害である。 

（３）キシレンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物は、メチル馬尿酸である。 

（４）有機溶剤による皮膚又は粘膜の症状としては、皮膚の角化、結膜炎などがある。 

（５）低濃度の有機溶剤の繰り返しばく露では、頭痛、めまい、物忘れ、不眠などの不定愁訴がみ

られる。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（３）（４）（５）正しい 

（２）誤り：メタノールの健康障害は、視神経障害である。 

＊解答＊ （２） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 2 年 10月】 

【 問１８ 】 有機溶剤の人体に対する影響に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）脂溶性があり、脂肪の多い脳などに入りやすい。 

（２）高濃度ばく露による急性中毒では、中枢神経系抑制作用により酩酊状態をきたし、重篤な場

合は死に至る。 

（３）低濃度の繰り返しばく露による慢性中毒では、頭痛、めまい、記憶力減退、不眠などの不定

愁訴がみられる。 

（４）皮膚や粘膜に対する症状には、黒皮症、鼻中隔穿孔などがある。 

（５）一部の有機溶剤は、肝機能障害や腎機能障害を起こす。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（２）（３）（５）正しい 

（４）誤り：「黒皮症、鼻中隔穿孔など」⇒「結膜炎、湿疹、皮膚の角化、亀裂など」 

＊解答＊ （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 2 年 4月】 

【 問１４ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤は、水溶性と脂溶性を共に有し、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、揮発性が高いため呼吸器から吸収されやすいが、皮膚から吸収されることはない。 

（３）ノルマルヘキサンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物は、2,5 - ヘ

キサンジオンである。 

（４）メタノールによる健康障害として顕著なものは、網膜細動脈瘤を伴う脳血管障害である。 

（５）二硫化炭素による中毒では、メトヘモグロビン形成によるチアノーゼがみられる。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。  

（２）誤り：有機溶剤の蒸気は、皮膚や粘膜からも吸収されやすい。 

（３）正しい 

（４）誤り：メタノールは、低濃度でも長期間ばく露によって、視神経障害を引き起こす。設問の内

容は、二硫化炭素による症状。 

（５）誤り：二硫化炭素による中毒では、精神障害や網膜細動脈瘤がみられる。設問の内容は、芳香

族ニトロ化合物や芳香族アミノ化合物による症状。 

＊解答＊ （３） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和元年 10月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１） 有機溶剤の多くは、揮発性が高く、その蒸気は空気より軽い。 

（２） 有機溶剤は、脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい。 

（３） メタノールによる障害として顕著なものには、網膜の微細動脈瘤を伴う脳血管障害がある。 

（４） 二硫化炭素は、精神障害や意識障害を起こすことがある。 

（５） Ｎ,Ｎ-ジメチルホルムアミドによる障害として顕著なものには、視力低下を伴う視神経障害

がある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。 

（２）誤り：「脂溶性が低いため、脂肪の多い脳などには入りにくい」⇒ 「脂溶性が高いため、脂肪

の多い脳などの神経系に取り込まれやすい」。 

（３）誤り：メタノールは、低濃度でも長期間ばく露によって視神経障害を生じる。設問の内容は、

二硫化炭素による低濃度の長期間ばく露でみられる症状である。 

（４）正しい：二硫化炭素の高濃度の急性ばく露でみられる症状である。  

（５）誤り：「視力低下を伴う視神経障害」⇒「頭痛、めまい、消化不良、肝機能障害」。設問の内容

は、酢酸メチルによる症状。 

＊解答＊ （４） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【平成 31年 4月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤は、水溶性と脂溶性を共に有し、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、揮発性が高いため呼吸器から吸収されやすく、皮膚から吸収されることはない。 

（３）トルエンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物は、馬尿酸である。 

（４）メタノールによる健康障害として顕著なものは、網膜細動脈瘤を伴う脳血管障害である。 

（５）二硫化炭素による中毒では、メトヘモグロビン形成によるチアノーゼがみられる。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。 

（２）誤り：有機溶剤の蒸気は、皮膚や粘膜からも吸収されやすい。 

（３）正しい 

（４）誤り：メタノールは、低濃度でも長期間ばく露によって、視神経障害を引き起こす。設問の内

容は、二硫化炭素による症状。 

（５）誤り：二硫化炭素による中毒では、精神障害や網膜細動脈瘤がみられる。設問の内容は、芳香

族ニトロ化合物や芳香族アミノ化合物による症状。 

＊解答＊ （３） 
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 ④ 有機溶剤による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【平成 30年 4月】 

【 問１３ 】 有機溶剤に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）有機溶剤は、水溶性と脂溶性をともに有し、その蒸気は空気より軽い。 

（２）有機溶剤は、揮発性が高いため呼吸器から吸収されやすいが、皮膚から吸収されることはない。 

（３）トルエンのばく露の生物学的モニタリングの指標としての尿中代謝物は、馬尿酸である。 

（４）メタノールによる健康障害として顕著なものは、網膜細動脈瘤を伴う脳血管障害である。 

（５）ノルマルヘキサンによる障害として顕著なものには、白血病や皮膚がんがある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「蒸気は空気より軽い」⇒「蒸気は空気より重い」。 

（２）誤り：「皮膚から吸収されることはない」⇒「皮膚や粘膜からも吸収されやすい」。 

（３）正しい 

（４）誤り：メタノールの健康障害は、視神経障害である。 

（５）誤り：ノルマルヘキサンの健康障害は、末梢神経障害（多発性神経炎）である。 

＊解答＊ （３） 


